
会

告

　
昭
和
五
十
七
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
十
一
月
二
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
公
開
講
演
は
川
北
稔
、
樋
口
隆

康
の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、

盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
近
世
史
上
の
奢
移
禁
止
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
娼
北
　
稔
氏

三
角
縁
神
獣
鏡
と
そ
の
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
隆
康
磯

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
季
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

次
の
各
氏
の
役
員
退
任
な
ら
び
に
新
任
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

退
任

新
任

理
事
、
植
村
雅
彦
。
評
議
員
、

田
寛
、
田
村
円
澄
。

理
事
、
三
都
健
彦
。
評
議
員
、

脇
保
彦
、
工
藤
敬
一
。

石大

昭
和
五
十
七
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

イ
ギ
リ
ス
近
世
史
上
の
奢
修
禁
止
法

川
　
北

稔

　
衣
服
を
中
心
と
す
る
消
費
生
活
の
身
分
に
よ
る

格
差
の
維
持
を
め
ざ
し
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
に

全
ヨ
…
ロ
ッ
パ
で
頻
発
さ
れ
た
法
令
を
、
一
般
に

「
奢
修
禁
止
法
ω
昌
ヨ
喜
璋
唄
い
即
宅
。
。
」
と
よ
ぶ
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
＝
一
一
三
六
年
以
来
、
こ
う
し
た
法

令
が
出
さ
れ
、
　
一
六
世
紀
に
は
と
く
に
陸
続
と
し

て
成
立
し
た
。
も
っ
と
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
即
位
後
は
、

こ
れ
ま
で
法
案
に
賛
成
し
て
き
た
庶
民
院
が
反
対

に
ま
わ
り
、
議
会
制
定
法
の
形
態
は
と
り
え
な
く

な
っ
た
た
め
、
　
一
六
世
紀
後
半
の
奢
修
禁
止
法
は

も
っ
ぱ
ら
女
王
布
告
の
形
態
を
と
る
。
こ
の
間
、

ス
テ
イ
タ
ス
区
分
の
基
準
は
、
身
分
そ
の
も
の
の

ほ
か
に
富
や
所
得
の
額
、
都
市
の
役
職
な
ど
が
加

え
ら
れ
、
急
速
に
複
雑
化
す
る
。
都
市
住
民
が
所

得
や
役
職
に
応
じ
て
、
農
村
社
会
を
基
軸
と
し
て

成
立
し
た
ス
テ
イ
タ
ス
の
階
梯
の
ど
こ
か
に
対
応

さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
の
も
、
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
六
世
紀
の
法
令
で
は
、
た
と
え
ば
、

大
陸
か
ら
の
最
新
の
流
行
と
し
て
、
ホ
ウ
ズ
と
靴

下
が
分
離
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
ひ
ろ
が
っ
て
く

る
こ
と
に
対
す
る
抑
止
的
な
項
鼠
も
目
立
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
没
す
る
と
、
翌
一

六
〇
四
年
、
議
会
は
従
来
の
す
べ
て
の
奢
修
禁
止

法
を
廃
止
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
法
体
系
の
寿
命

の
も
っ
と
も
短
か
い
圏
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
逆

に
ま
た
そ
の
直
前
の
一
世
紀
闘
だ
け
を
と
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
こ
の
種
の
立
法
に
熱
心
で
あ
っ
た

国
も
ま
ず
な
い
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
奢
修
禁
止
法
の
歴
史
は
、

結
局
次
の
よ
う
な
事
実
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
身
分
制
秩
序
が
一
六
世
紀
に
急
激

に
弛
緩
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
　
「
流
行
」
の
現
象

も
こ
の
世
紀
に
急
に
鼠
立
ち
は
じ
め
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
追
求
さ

れ
た
法
令
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
登
位
以
後
庶
民
院
の

支
持
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
ず

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
勃
興
し
つ
つ

あ
る
」
。
シ
ェ
ン
ト
リ
ー
庶
民
院
は
ジ
ェ
ン
ト
リ

の
代
表
機
関
で
あ
る
一
が
、
貴
族
と
の
格
差
の

固
定
を
嫌
い
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
は
、
む
し
ろ
経

済
面
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
薯
修

禁
止
法
に
は
、
三
二
産
奢
修
贔
の
輸
入
抑
制
と
い
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う
保
護
主
義
的
な
側
面
と
、
消
費
や
流
行
そ
の
も

の
を
抑
圧
す
る
側
面
と
が
併
存
し
て
い
た
。
他
方
、

一
六
世
紀
後
半
は
毛
織
物
輸
山
肉
の
長
期
不
況
期
に

あ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
領
民
に
雇
傭
を
与

え
、
自
己
の
所
得
を
も
増
や
す
た
め
に
、
ジ
ェ
ン

ト
リ
た
ち
は
探
検
・
植
民
や
換
金
作
物
の
栽
培
、

鉄
製
漏
、
塩
、
紙
、
新
織
物
な
ど
の
新
工
業
等
の

「
プ
β
ジ
ェ
ク
ト
し
を
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
。
工

業
面
で
の
そ
れ
は
、
か
ね
て
「
早
期
産
業
革
命
」

と
よ
ば
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
そ
の
多
く
は
奢
気

品
な
い
し
半
薯
修
品
的
な
輸
入
品
の
国
産
化
を
狙

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て

た
と
え
ば
、
輸
入
品
で
あ
る
絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

の
消
費
1
1
輸
入
を
抑
制
す
る
点
で
、
著
修
禁
止
法

に
好
感
を
寄
せ
て
い
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
H
庶
民
院
も
、

や
が
て
国
産
の
ウ
ー
ル
・
ニ
ッ
ト
の
ス
ト
ヅ
キ
ソ

グ
が
普
及
し
、
ホ
ウ
ズ
と
靴
下
の
ス
タ
イ
ル
が
一

般
化
し
そ
う
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
「
流
行
」

そ
の
も
の
を
阻
止
し
か
ね
な
い
同
法
に
反
対
し
は

じ
め
る
の
で
あ
る
。
　
「
著
修
に
対
す
る
立
法
府
の

セ
ン
チ
メ
ア
ト

考
え
方
の
変
化
」
　
（
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
）
こ
そ
は
、

、
」
う
し
て
新
産
業
の
展
開
に
と
っ
て
、
決
定
的
な

意
味
を
も
っ
た
。

三
角
縁
神
獣
鏡
と
そ
の
周
辺

樋
　
口
　
隆
康

　
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
そ
の
製
作
の
技
法
や
文
様

・
銘
文
の
内
容
か
ら
み
て
、
中
国
人
の
製
作
し
た

漢
式
鏡
の
類
に
入
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
、
中
国
か
ら
は
、
ま
だ
＝
囲
の
出
土
例
も

な
く
、
か
え
っ
て
、
日
本
の
前
期
古
墳
か
ら
三
百

面
近
く
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の

鏡
を
舶
載
鏡
で
あ
る
と
い
う
説
と
彷
製
鏡
で
あ
る

と
い
う
議
論
が
あ
り
、
邪
馬
台
国
論
争
と
も
か
ら

ん
で
、
議
論
百
出
し
、
い
ま
だ
に
決
定
を
み
て
い

な
い
。
真
実
は
論
争
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な

く
、
事
実
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
鏡
が
中
国
で
発
見
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
鋳

型
が
日
本
で
出
土
す
る
か
と
い
う
事
実
を
将
来
に

期
待
す
る
し
か
な
い
が
、
こ
の
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

を
指
摘
し
、
そ
の
周
辺
の
事
項
に
つ
い
て
、
二
、

三
検
討
し
て
み
た
い
。

　
舶
載
鏡
か
紡
蟻
蜂
か
と
い
う
議
論
に
は
、
多
少

の
曖
昧
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
申
国
の
漢
人
が
作
っ

た
中
国
急
な
の
か
、
あ
る
い
は
倭
人
の
作
っ
た
国

産
晶
か
と
い
う
問
題
と
、
中
国
で
作
ら
れ
た
か
日

本
で
つ
く
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
と
、
二
つ
の
テ

；
マ
に
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
鏡
の
製
作

や
図
文
の
主
題
や
銘
文
か
ら
み
て
、
日
本
の
彷
製

鏡
よ
り
は
中
国
の
後
漢
式
場
の
類
に
入
る
こ
と
が

明
瞭
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
人
の
作
っ
た

鏡
と
い
う
点
で
は
、
最
近
中
国
で
細
説
を
発
表
し

た
、
王
仲
殊
疑
も
認
め
て
い
る
。

　
第
二
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
合
、
三

つ
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
　
（
拙
論
『
卑
弥
呼
の

銅
鏡
百
枚
』
昭
和
5
3
年
参
照
）

　
①
　
中
国
に
埋
没
し
て
い
る
も
の
が
、
ま
だ
出

　
　
土
し
て
い
な
い
。

　
②
　
中
国
人
が
田
本
へ
の
輸
出
向
き
に
作
っ
た
。

　
③
　
中
国
工
人
が
日
本
に
渡
来
し
て
つ
く
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
ω
②
は
い
ず
れ
も
、
中
国
で
作
ら
れ

た
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
第
一
に

「
三
角
縁
神
獣
鏡
は
中
国
で
出
土
し
な
い
か
ら
、

中
国
鏡
で
は
な
い
」
と
い
う
が
、
中
国
で
は
未
発

見
の
史
料
が
い
く
つ
も
あ
る
。
卑
弥
呼
が
交
流
し

た
三
国
時
代
の
魏
の
墓
と
い
う
も
の
は
、
殆
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
文
蔽
に
は
、
魏
の
曹

操
（
武
帝
）
、
替
差
（
文
帝
）
の
墓
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
文
帝
の
弟
曹
植
の
墓
礒
が
し
ら
れ
て
い
る
が
、
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い
ず
れ
も
確
か
な
墓
の
位
置
す
ら
解
っ
て
い
な
い
。

中
国
で
は
多
く
の
遣
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
呉

の
墓
は
か
な
り
報
告
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

魏
の
墓
と
い
う
も
の
は
、
魏
の
正
始
八
年
の
銘
の

あ
る
鉄
帷
帳
架
を
出
し
た
、
洛
陽
市
の
樽
墓
（
考

古
通
訊
一
九
五
八
の
7
）
以
外
に
は
、
全
く
、
知

ら
れ
て
い
な
い
。
遺
跡
が
未
発
見
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
魏
と
い
う
王
朝
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
二
代
の
鏡
と
い
う
も
の
も
、
現
存
の

資
料
に
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
だ
未
発
見
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
中

国
か
ら
未
発
見
で
あ
る
か
ら
中
国
鏡
で
な
い
と
は

い
え
な
い
。

　
彷
製
鏡
論
の
主
点
の
一
つ
に
、
　
「
銅
出
硫
黄
、

師
出
洛
陽
」
の
銘
が
あ
る
。
徐
州
附
近
か
ら
は
銅

は
産
出
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
虚
辞
で
あ
り
、
中

国
人
の
作
文
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
徐
州
と
い
う
地
名
は
、
都
市
名
で
あ
る
と
同

時
に
州
名
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
鏡
銘
に
揚
州
と
い

う
の
が
州
名
で
あ
る
事
実
と
一
致
す
る
。
徐
州
と

い
う
州
は
由
東
の
南
部
か
ら
、
揚
子
江
の
下
流
の

北
岸
近
く
ま
で
を
含
む
。
そ
の
揚
子
江
附
近
ま
で

く
れ
ば
、
丹
陽
の
転
官
山
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら

銅
が
産
出
さ
れ
て
い
る
。
　
「
銅
出
徐
州
」
は
決
し

て
虚
辞
で
は
な
い
。

　
最
近
、
わ
れ
わ
れ
は
考
古
科
学
の
開
発
を
め
ざ

し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
鉛
の
同
位
体

比
に
よ
る
、
青
銅
製
贔
の
産
地
の
同
定
を
、
山
崎

一
雄
、
馬
渕
久
夫
氏
ら
の
化
学
者
に
依
頼
し
て
進

め
て
い
る
。
馬
渕
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
三
角
縁

神
獣
鏡
は
、
他
の
日
本
古
墳
出
土
鏡
と
共
に
、
舶

載
鏡
も
特
製
鏡
も
ほ
と
ん
ど
後
漢
鏡
と
同
じ
地
域

の
銅
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
呉
の
赤

烏
元
年
の
年
号
鏡
は
華
南
地
方
の
銅
を
使
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
魏
の
正
始
元
年
鏡
は
華
北
の
銅
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
事

実
は
、
魏
の
正
始
元
年
銘
の
三
角
縁
神
獣
鏡
は
呉

の
工
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
弱

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
提
唱
し
た
出
土
の
事
実
が
、
ま
だ
な

い
以
上
、
私
は
三
つ
の
解
釈
の
中
の
②
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

受
購
図
警

　
　
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
六
日
～
一
九
八
二

年
二
月
九
日
）

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）
　
一
九
八
一
－

　
三
、
四
、
五

鹿
児
島
経
大
論
集
　
二
ご
一
三

山
北
史
学
（
慶
北
大
玉
文
理
科
大
学
史
学
科
）

　
三
岡
山
市
立
ナ
リ
エ
ソ
ト
美
術
館
研
究
紀
要
　
一

日
本
史
論
文
集
（
天
津
社
会
科
学
院
日
本
問
題
研

　
究
所
）

世
界
歴
史
　
一
九
八
一
－
三
、
四

文
化
語
学
習
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
i
三
、
四

歴
史
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
三
、
四

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
）

金
貝
成
著
作
集
六
、
七
、
八

三
康
文
化
研
究
所
所
報
　
一
六

立
正
面
洋
史

田
村
誠
一
著

　
話
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
　
一
五

古
代
史
の
研
究

　
三
同
朋
大
学
論
叢
（
同
朋
大
学
）

　
併
号

八
幡
大
学
論
集

　
一
一
、
二

化
粧
文
化
（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
）

一
九
八
一

一
九
八
一
…

九一

（
立
正
大
学
西
洋
史
研
究
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